
13 
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分担研究報告書 
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研究要旨： エキノコックス症の新規流行地（愛知県）と従来流行地（北海道）におけるイヌ
の役割を評価するため、愛知県では知多半島に生息する野犬を、北海道では東部農村部の飼育
犬をそれぞれ対象として疫学調査を実施した。糞便中の特異遺伝子および虫卵の検出を行った
ところ、2019年度における陽性率は、愛知県の野犬で1.5%、北海道の飼育犬では6.9%であった。
野犬を終宿主とするエキノコックスの生活環維持を想定し、国内の野犬発生状況について自治
体への質問票調査を行った。回答結果と中間宿主の生息状況に基づいて評価すると、回答のあ
った40都道府県中23県においてエキノコックスの定着が可能と考えられた。 

 
Ａ．研究目的 
 愛知県知多半島では2014年3月に阿久比町で捕
獲されたイヌ1頭からエキノコックス（多包条虫）
虫卵が検出された。その後の調査で阿久比町以外
の市町に生息する野犬からも、散発的ではあるが、
継続してエキノコックス陽性例が見出され、半島
内の一定範囲内にエキノコックスが定着したこ
とを示す結果が得られている。本研究では、同半
島内の野犬個体群を対象に、その定着が確実であ
るのか、またそうであれば拡散しつつあるのか、
それとも地域内に限定して自然終息する可能性
はあるのか等を明らかにする。 
 北海道庁が行っている年次疫学調査によれば、
道内のキツネのエキノコックス感染率は30～40%
と高止まりし、ヒトへの最重要感染源と考えられ
ている。だが、野生動物間の高感染率は、中間宿
主となる齧歯類を介して飼育犬へ伝播する可能
性があり、飼育犬からの感染リスク評価は不可欠
である。ところがイヌへの曝露リスクが予想され
る農村地域の飼育犬における流行実態は調べら
れていない。野生動物間の高度流行が常態化した
現在、対策の立案にはイヌにおける感染実態把握
が急務である。 
 エキノコックス症の定着と流行を考える上で
宿主動物の生息状況は最大のカギとなる。北海道
における本症の高度流行は終宿主（キツネ）と中
間宿主（エゾヤチネズミ）の両方が高密度に生息
していることによると考えられている。一方、本
州では一般にキツネの生息密度は低く、エキノコ

ックスが侵入しても北海道のように定着は起き
ないとされてきた。しかし、本研究で明らかにし
てきたように愛知県では野犬を終宿主として定
着が起きている。そこで他の都府県でも同様の状
況が生じる可能性を考慮し、まず全国的な野犬の
発生状況を把握する必要がある。 
 
Ｂ．研究方法 
１．感染実態調査： 愛知県知多半島では5市5町
の野犬生息地において野犬の糞便検体を採取し
た。北海道では東部の根室管内農村部の飼育犬か
ら糞便を採取した。収集した糞便は市販専用カラ
ムを用いて糞便内DNAを抽出し、12SリボソームR
NA領域またはcox1領域を標的としたPCR法によ
り寄生虫由来DNAの検出を行った。また、ホルマ
リン酢酸エチル遠心沈殿法もしくはショ糖遠心
沈殿法を用いて虫卵検査を行い、テニア科条虫卵
が検出された場合はこれを出発材料として上記
領域の塩基配列を解読し、寄生虫種を同定した。 
２．野犬発生状況調査： 保健所または動物管理
関係事業所に抑留または保護される放浪犬をOIE
の定義に従って区分すると「放し飼い犬（飼い主
に行動を管理下されず、自由に徘徊）」「野良犬
（飼い主がおらず、自由に徘徊）」「野犬（野生
化し、ヒトに依存せず繁殖）」の3種に大別され
る。エキノコックス症の生活環維持において最も
重要性が高いのは中間宿主の捕食頻度の高い「野
犬」と考えられる。そこで各地で抑留または保護
されるイヌの発生状況を知り、それが上記3種の
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いずれに相当するものか推定することを目的に、
選択式と自由回答を併用した質問票を作成した。
これを全国自治体の狂犬病予防担当150箇所に電
子メールで送信した。次いで回答が寄せられた自
治体の野犬発生状況を都道府県単位で以下のよ
うに区分した。（1）野犬がいて、かつ繁殖して
いる。（2）野犬はいるが、繁殖はしていない。
（3）野犬はいない（放し飼い犬や野良犬はいる）。
さらに「日本の動物分布図集」（環境省）の中間
宿主（ハタネズミ亜科齧歯類）生息情報を用い、
エキノコックスが侵入した際、野犬を中間宿主、
ハタネズミ類を中間宿主とする生活環が成立し
うるかどうかを評価した。 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究では実験動物を用いた研究でなく、試料
も自然排泄された動物糞便であることから、倫理
面への配慮を必要とする点はない。 
 
Ｃ．研究結果 
１．感染実態調査： 愛知県知多半島の野犬を対
象とした調査では17地点で134検体を収集し、2検
体が陽性であった（陽性率1.5%）。陽性例はいず
れも常滑市で採取された検体で、ともにPCR検査
陽性/虫卵検査陰性であった。昨年度までに陽性例
を確認していた2市3町（知多市・半田市・阿久比
町・美浜町・南知多町）で採取された検体からは
陽性は検出されなかった。また、北海道東部農村
部の飼育犬では29頭中2頭が陽性結果を示した
（陽性率6.9%）。陽性の2頭は感染症法に基づき
所管保健所へ届け出が行われた。 
２．野犬発生状況調査： 全国自治体の狂犬病予
防担当150箇所のうち回答があったのは128箇所
（85.3%）で、その中で具体的な地名を挙げて「野
生化した犬が生息する」としたのは47箇所（36.
7%）であった。都道府県単位で野犬の発生状況を
区分すると、40都道府県から有効な回答があり、
そのうち25県で「野犬が繁殖」、1県で「野犬が
存在」、14都道府県で「野犬は不在」であった。
野犬を終宿主としたエキノコックス定着の可能
性を中間宿主の生息状況も加味して評価すると、
23県で「定着の可能性高い」、1県で「定着の可
能性低い」、16都府県で「定着不可能」となった。 
 
Ｄ．考察 
愛知県知多半島の野犬では、陽性率が昨年度（3.
3%）より低下し、検出地点も常滑市内に限定され
たが、なんらかの理由で終息に向かっているのか、
あるいはサンプリングの誤差によるものなのか、
現状で判断することはできない。知多半島内での
監視体制を継続すると同時に、半島外から一時的
に持ち込まれるイヌ（観光客の飼育犬など）や転
居等で半島外へ持ち出される飼育犬を介した拡

散を考慮し、それへの対策を立案する必要がある。 
 北海道の農村部飼育犬では今年度も高い陽性
率（6.9%）が認められ、イヌの一般的な陽性率は
1%前後であるとする従来の知見とは明らかに異
なる状況が観察された。飼育環境が野生動物間の
高度流行に容易に接触しうる地域では、飼い主の
行動変化を促さなければ飼育犬の感染リスクを
低減させることは不可能と思われる。実際、昨年
度からの合計7例の陽性例では放し飼いやロング
リードでの散歩が常態化していた。流行地であっ
ても飼い主のエキノコックスに関する情報（知
識）は曖昧で、イヌからの感染リスクについて正
確な情報と対処方法を伝達する必要があると考
えられる。エキノコックス症の予防や治療に関す
る正しい情報共有を進めるため、教育講演会等を
開催することを検討している。 
 野犬発生状況調査の結果に基づき、エキノコッ
クス侵入時、23県において生活環が定着する可能
性が高いことが示された。これら高リスク地はさ
らに北海道や愛知県などの流行地とのヒトやイ
ヌの往来などから優先順位付けを行い、監視体制
の構築を検討すべきである。 
 
Ｅ．結論 
 エキノコックス症の新規流行地である愛知県
知多半島で継続して野犬のエキノコックス陽性
を検出した。従来流行地である北海道の農村部の
飼育犬ではこれまでのコンセンサスに相違する
高い陽性率を確認した。野犬発生状況調査により、
エキノコックスが侵入した際、その生活環が定着
する可能性が高い県が示された。 
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 なし 
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